
国際交流プログラム 国際交流委員会

科目カテゴリー

国際ビジネスコースの選択

必修科目、会計ファイナン

スコースの専門選択科目、

経営・経済コースの専門選

択科目

科目ナンバリング 23122101

１．授業のねらい・概要

今，世界は非常に狭くなっています。それはインターネットの普及により日本に居ながら世界のあらゆる情報を瞬時

に手にできることからも明らかでしょう。このような世界状況の中，海外を実際に経験する意味があるのかという疑問

を持つ学生もいると思います。答えはもちろん“意味がある”です。しかしながら，そう答えられるのは，実際に海外を

経験した人だけかもしれません。百聞は一見にしかず。たったの数日でも実際に経験をすれば大きな刺激を受け，その

意味を十分に理解できるでしょう。したがって，ぜひ学生のうちに経験し，大きな刺激を受けて自分を高めて欲しいと

思います。

この国際交流プログラムではネイティブの教員の下，20 時間の英語学習が実施され，さらにその学んだばかりの英

語を毎日生活の場でトライすることにより，コミュニケーションをとる楽しさを実感し，さらに文化の違いを体験し，

生きた語学の楽しさを感じることになるでしょう。その意味で自らを高める，向上心を育む研修と位置づけることがで

きます。

２．授業の進め方

後期期間中に計 4 回（海外・渡航事情、英語など）事前授業を実施します。その後 2 月にハワイ大学マノア校またはそ

れに準ずる語学学校にて，生きた英語を学習し，帰国後すぐに事後レポートを提出してもらいます。

３．授業計画

11 月，12 月，1 月に 4 回の事前授業として，英語および

ハワイにおける事情，地理・観光，産業・経済，歴史，文

化，太平洋戦争，渡航手続き等に関して講義を行います。

研修期間は 8 泊 10 日とし，各研修先にて，月曜日～金曜

日の 5 日間，午前中 4 時間（合計 20 時間）語学の授業を

受けます。

帰国後，直ちに事後レポートを提出してもらいます。

４．準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

パスポートや ESTA，旅行保険，キャッシュカードなどの取得に関して，期限を設けているため，その期限までに

各自しっかりと準備すること。また，渡航先の文化，気候，地理的情報，社会情勢等に関して調べ，質問等をまとめて

おくこと（2時間程度）。日本国籍以外で米国入国に際し，ビザが必要な学生は夏休み中に取得すること。後期授業開

始時に取得済みもしくは取得見込と認められないものは，当該年度の参加を諦めてもらうことがあります。

５．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法

帰国報告会にて意見交換等実施する。

６．授業における学修の到達目標

正確な英語を話すことができなくても，外国人とコミュニケーションを図ることに躊躇せず，積極的に話しかけら

れるようになることを目標とします。

７．成績評価の方法･基準

事前授業出席，各研修先における語学授業出席および修了証の取得・提示(70%)，事後レポートの提出(30%)にて評

価し，相当と評価された場合 2 単位が付与されます。

事前授業への不参加・態度不良，準備の遅れによっては，国際交流員会の判断で，参加を諦めてもらうことがありま



す。

８．テキスト･参考文献

研修先にて配布の資料を用います。

９．受講上の留意事項

参加申し込みは 9 月中に行います。申し込みの人数により各大学授業料（以下，授業料）を人数割りし，10 月中に

設定された締切日までに納付することにより申し込み完了とします。留学生の参加希望者は申し込みをし，ビザの取得

が必要な学生は可能な限り早めに取得手続きを行ってください。ハワイ大への授業料は一旦納付した後はキャンセルす

る場合でも一切返金できません。また納付前にキャンセルした者が出た場合，追加で授業料を集めることがあります（下

記，注を参照の事。）。

その他の費用は，渡航費（保険料を含む）・宿泊費・（キャンセルの場合，旅行会社の規定に従って返金されます）・

生活費（昼夜の食事代等）、交通費（ハワイ大学または語学学校往復のバス代）等がかかります。授業料を含め，全て

の合計で，25～27 万円前後を予定しています（為替レート・参加人数によって変動）。（注：ハワイ大学授業料の場合

は 1 クラス単位で定額となっており，参加人数で割ることにより 1 名の授業料を決定します。）


